
レーザ回折式粒⼦径分布測定装置

SALD-2300 アプリケーショントピックス ＃1

カーボンブラックは⼯業的に粒⼦径を制御して製造された炭素の粒⼦であり、その⼤きさは500nm
以下とかなり⼩さい。
⽤途は、タイヤ等のゴム製品の補強材、塗料、着⾊顔料、コピー機のトナー、導電性付与剤 、磁気
記録媒体、化粧品のマスカラやアイライナーへの添加材 、⾷品着⾊料など多様です。
現在最も注⽬されている⽤途の⼀つが、⼆次電池の負極材です。
この場合、カーボンブラックの粒⼦径および粒⼦径分布は電極特性や最終製品の品質および歩留まり
に⼤きく影響します。この歩留まりを改善するために原材料のカーボンブラックに関して緻密な品質
管理が求められています。最も重要な品質管理項⽬の⼀つが粒⼦径分布ですが、粒⼦が⼩さいために
微弱な散乱光しか得られず、カーボンブラックは光学的に粒⼦径分布を測定することが困難なサンプ
ルの⼀つです。
SALD-2300では、微弱な散乱光を⾼感度に検出できるため、カーボンブラックのように光を吸収し
やすいサンプルでも正確に測定できます。

カーボンブラックをイオン交換⽔に投⼊、界⾯活性
剤を添加し、ホモジナイザーで3分間処理すると⼀
次粒⼦に分散します。分散前の凝集状態では、粒⼦
径が⼤きいため⼗分な信号量が得られますが、⼀次
粒⼦に分散すると散乱光の信号量が急速に低下し、
従来は測定が困難でした。
SALD-2300は散乱光の⾼感度検出を実現しているた
め、カーボンブラックの⼀次粒⼦についても、再現
性の良い測定を⾏うことができます。

二次電池の負極材(カーボンブラック)を評価
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分散状態の異なるカーボンブラック粒⼦の測定

SALD-2300 ⼩容量測定システム)

回分セルSALD-BC23測定部SALD-2300

C060-1001



当社従来⽐10倍,⼀般的な測定装置の100倍の⾼感度化によって、カーボンブラックの⼀次粒⼦か
ら発せられる微弱な散乱光を⾼感度で正確に検出し、再現性の良い測定を実現しました。

SALD-2300 ⼩容量測定システム (SALD-2300+SALD-BC23)

SALD-2300 ⼩容量測定システムの特⻑
 12mLの⼩容量で測定が可能

⾼価なサンプルや⼗分なサンプル量が得られない場合に有効です。
 測定範囲: 17nm〜数百μm
 対応濃度範囲:0.1 ppm〜100 ppm
 有機溶媒や酸を使⽤できます。

少量なので有機溶媒や酸を含む懸濁液の廃液処理が容易です。
 攪拌プレートの上下運動で粒⼦の沈降を抑制します。攪拌スピードはPCから制御できます。
 フッ化エチレン樹脂製の漏⽃（ろうと）がついているので懸濁液がこぼれにくく、指や⼿につく可能性が少なくなり

セルの表⾯も汚れません。

測定範囲
多機能サンプラ 17nm〜2500μｍ
回分セル 17nm〜数100μｍ
⾼濃度サンプル測定システム 30nm〜280μｍ
サイクロン噴射型乾式測定ユニット 0.3μｍ〜2500μｍ

湿式測定システム
・液中分散測定の標準機。
・直径2.5mmまでの粒⼦の安定した

分散を実現する循環式サンプラ
・超⾳波分散器も標準装備

⼩容量測定システム
・12mLの⼩液量で測定が可能
・有機溶媒や酸の使⽤も可能
・PC制御沈降防⽌かくはん機構搭載

⾼濃度測定システム
・⼆枚のｶﾞﾗｽ板に試料を挟み、最⼤20wt%
程度の⾼濃度ｻﾝﾌﾟﾙを希釈なしで測定可能

極微⼩量測定システム
・くぼみ付きｶﾞﾗｽ板の使⽤で15 μL〜150 μL
の極微⼩量ｻﾝﾌﾟﾙの測定が可能

乾式測定システム
・粉末のまま測定する場合の標準機
・吸引と噴射の2段階で強⼒な分散を実現
・ｻﾝﾌﾟﾙを容器に⼊れるだけの簡単操作
・ﾎｯﾊﾟにｻﾝﾌﾟﾙを投⼊するだけのﾜﾝｼｮｯﾄや

ﾋﾞｰｶｰから直接吸引するﾊﾝﾄﾞｼｮｯﾄも付属

多機能サンプラ
SALD-MS23

サイクロン噴射型乾式測定ユニット
SALD-DS5

⾼濃度サンプル測定ユニット
SALD-HC23

回分セル
SALD-BC23 

SALD-2300の特長

１ 測定粒子径範囲 17nm～2500m
２ 0.1ppmから200,000ppm（20%）までの幅広い粒

子濃度への対応
３ 最短1秒間隔での連続測定機能




